
第 8 回 患 者 参 画 セ ミ ナ ー

19：15～　基調講演

20：15～　グループワーク

共催

 Ji4pe生命倫理ワーキンググループ
わたしたちは、医療における患者市民参画の推進を目的とする「医療開発基盤研
究所」のワーキンググループとして、患者市民が中心となってバイオエシックス
を学び、政策や実務に自ら参画することで、医療をより良いものにしていくこと
を目的として活動としています。
ヘルシンキ宣言から始まった活動が次の活動へとつながっていく好循環と、その
先にある未来に向けたビジョンについて、３人のメンバーがお話します。

講師

2つのがんと医療過誤の当事者経験を持ち、
医療安全・倫理審査の分野で幅広く活動。
 PMDA救済業務委員会、研究不正第三者委
員会、倫理審査委員会などで委員を務める
ほか、日本プライマリ・ケア連合学会「医
療の質・患者安全委員会」委員、医療安全
心理・行動学会評議員としても活動。
 医療過誤原告の会幹事、医療開発基盤研究
所社員、患医ねっとスタッフ。
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オンライン開催

協力 医療開発基礎研究所 Ji4pe

 参 加 お 申 込 み は こ ち ら ：

さいとう よしこ

�藤 嘉子
きし のりこ

岸 紀子
立教大学文学部史学科卒。金融業界専門紙にて編
集長・代表取締役を務めた後、個人信用情報機関
で研究・企画業務に従事（〜2020年）。
1993年にシャルコー・マリー・トゥース病と診
断され、2008年に「CMT友の会」を設立・事務
局長。VHO-netにも参加。 定年退職後は患者団
体の基盤整備に注力し、企業との協働事業を推
進 。 准 認 定 フ ァ ン ド レ イ ザ ー 。 2024 年 よ り
NCNP臨床研究審査委員会委員、Ji4pe理事。

2015年に乳がんを経験し、2017年より東
京・神奈川の医療機関でピアサポート活動を
行っている。
【資格】乳がん体験者コーディネーター（認
定NPO法人キャンサーネットジャパン）／ピ
アサポーター（NPO法人がん患者団体支援機
構）／がん医療ネットワークナビゲーター
（日本�治療学会）

プログラム

患者者主体で考える研究倫理
　～ヘルシンキ宣言から患者市民の研究倫理宣言、
 　そして未来のビジョンへと続くロードマップ～
演者：Ji4pe生命倫理ワーキンググループ　井上 恵子、�藤 嘉子、岸 紀子

https://forms.gle/3WpRcD2YPxbCTpvbA

参加費無料

https://forms.gle/3WpRcD2YPxbCTpvbA

